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こうして私は、たった 30 分の間、たかだか 7,8 曲の音楽を聴こうとするだけで、およ



















































































































































































2 Sheena S.Iyengar and Mark R. Lepper, ‘When Choice is Demotivating: Can One Desire Too Much of a Good 
Thing?’, Journal of Personality and Social Psychology, v. 79, 2000, pp. 995-1006. 
3 Barry Scwartz, The Paradox of Choice : Why More Is Less, HarperCollins, 2004, pp.18-22（邦訳：『なぜ選ぶた
びに後悔するのか－「選択の自由」の落とし穴』、瑞穂のりこ訳、ランダムハウス講談社）. 
4 Cf. Douglas G. Mook, Motivation : The Organization of Action, W.W.Norton&Company,  1996, p.408. 
5 といっても通常のコンピューターでは完全にランダムな数は生成できないので、実際には疑似乱数が
使用される。 
6 iPodとシャッフルの成功を受けたアップル社は 2005年初頭、シャッフルに機能を絞り、価格を 100ド
ル前後に抑えたシリコンプレーヤーiPod shuffleを発表した。 
7 HotWired誌のインタビュー（http://hotwired.goo.ne.jp/news/culture/story/20040810202.html）より。 










フォーディズムとトヨティズムの比較についてはBenjamin Coriat, Pen er à l’Envers : T avail et 
Organi ation dans l’entreprise japonaise, Christian Bourgois Editeur, 1991（邦訳：『逆転の思考－日
本企業の労働と組織』、花田昌宣・斉藤悦則訳、藤原書店）、マーケティング戦略の情報化と個別化につ
いては Don Peppers and Martha Rogers, The One To One Future, Doubleday, 1993（邦訳：『ONE 
TO ONEマーケティング』、井関利明監訳、ダイヤモンド社）を参照。 
12 それどころか 1994年にトヨタが販売を開始したRAV4では、131通りのボディカラーの組み合わせ、
50通りのシートカラー、果てはフロアカーペットからドアグリップ、カップホルダーの色（！）まで
選ぶことができる。 
13 例えばScwartzは上掲書において、こうした方法（彼が「マキシマイザー」的な生き方と呼ぶもの）
を提唱している。 
14 どのみち、我々が選択に際して考慮できる情報は一定に限られている。ここで対比されているその
二つの方法の違いは、その情報の切りつめ方の違いである。つまり前者はドメインの一部を切り取って
吟味の対象を絞るのに対し、シャッフルは細部を犠牲にして対象領域を広いままに保つのである。 
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